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平
成
二
五
年
三
月
、
『
近
江
日
野
の

歴
史
』
第
三
巻
「
近
世
編
」
を
刊
行
し

ま
し
た
。
近
世
編
で
は
、
町
内
に
残
さ

れ
た
ぼ
う
大
な
古
文
書
を
も
と
に
、
江

戸
時
代
の
日
野
を
詳
細
に
描
い
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
江
戸
時
代
の
日
野
の
里

山
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

現
在
と
異
な
る
里
山
の
景
色

　
現
在
、
里
山
と
い
え
ば
樹
木
が
生
い

茂
る
山
林
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
江
戸
時
代
の
里
山
は
ど
の
よ
う
な

姿
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
江
戸
時
代
の
里
山
は
植
生
か
ら
「
草

山
」
と
「
柴
山
」
の
二
つ
に
わ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
草
山
は
ス
ス
キ
・

サ
サ
・
チ
ガ
ヤ
と
い
っ
た
草
が
生
い
茂

る
草
原
の
こ
と
で
す
。
柴
山
は
低
木
が

生
い
茂
る
山
林
で
す
。
大
木
は
と
い
う

と
山
奥
や
山
頂
に
わ
ず
か
に
生
え
て
い

る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
江
戸

時
代
の
里
山
の
姿
は
、
現
在
と
大
き
く

異
な
り
、
草
原
と
低
木
が
広
が
る
景
色

だ
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
里
山
は
自
然
に
作
ら

れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
間
の
手
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も

の
な
の
で
す
。

　
降
雨
量
の
多
い
日
本
で
は
山
は
放
置

す
れ
ば
森
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
た
め
樹
木
の
伐
採
や
枯
れ
草
を
焼
く

「
火
入
れ
」
を
す
る
こ
と
で
、
樹
木
が

育
ち
草
山
や
柴
山
が
森
に
戻
る
こ
と
を

防
い
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
火
入
れ
に

は
草
の
新
芽
の
成
長
を
促
す
効
果
も
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
江
戸
時
代
の
人
々
は

こ
の
よ
う
な
手
間
を
か
け
て
ま
で
草
山

や
柴
山
を
作
り
出
し
、
守
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
江
戸
時
代
の

人
々
に
と
っ
て
、
草
山
や
柴
山
は
生
き

て
ゆ
く
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た

か
ら
で
す
。
草
山
か
ら
採
れ
る
草
は
田

畑
の
肥
料
や
牛
馬
の
餌
に
な
り
、
柴
山

に
生
え
る
低
木
は
薪
と
し
て
燃
料
に

な
っ
た
の
で
す
。

共
同
利
用
さ
れ
た
里
山

　
里
山
の
共
同
利
用
と
管
理
に
つ
い
て

「
日
野
山
」
を
例
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
野
山
と
は
現
在
の
西
大
路
・
日
野
・

鎌
掛
・
東
桜
谷
・
南
比
都
佐
地
区
に
わ

た
る
広
大
な
山
々
の
こ
と
で
す
。
こ
の

日
野
山
は
二
七
の
町
と
村
が
共
同
で
利

用
・
管
理
し
て
い
ま
し
た
。
共
同
利
用

と
い
っ
て
も
日
野
山
は
い
く
つ
か
の
区

域
に
分
か
れ
て
お
り
、
区
域
ご
と
に
利

用
で
き
る
町
村
が
決
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
下
の
写
真
は
日
野
山
を
描
い
た
絵

図
の
う
ち
綿
向
山
の
部
分
で
す
。
そ
こ

に
は
綿
向
山
が
柴
山
で
あ
る
こ
と
、
北

畑
村
な
ど
一
二
町
村
が
利
用
で
き
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
維
持
と
管
理
は
「
山
親
」
と
呼
ば
れ

た
松
尾
町
・
大
窪
町
・
村
井
町
が
中
心

に
な
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
日
野
山

に
は
「
山
年
貢
」
と
い
う
税
が
課
せ
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
山
年
貢
は
村
井
町
か

ら
領
主
へ
上
納
す
る
代
わ
り
に
、
他
の

村
々
は
村
井
町
に
山
年
貢
を
納
入
す
る

こ
と
で
日
野
山
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
野
山
の
う
ち
、
綿
向
山
・

小
柴
山
・
平
子
村
つ
づ
き
と
呼
ば
れ
た

区
域
で
は
、
冬
季
に
は
「
鎌か

ま
ふ
だ札

」
と
呼

ば
れ
る
入
山
許
可
書
が
必
要
で
し
た
。

「
鎌
札
」
に
は
「
牛う

し
ふ
だ札

」
と
「
歩か

ち
ふ
だ札

」
の

二
つ
が
あ
り
、
牛
札
で
は
牛
と
人
が
荷

え
る
量
、
歩
札
で
は
人
一
人
が
担
げ
る

だ
け
の
量
の
草
木
を
採
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
鎌
札
は
村
井
町
の
管
理

の
も
と
毎
年
更
新
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
を
守
る
た
め
「
山
法
」
と

呼
ば
れ
る
決
ま
り
も
あ
り
、
違
反
者
の

取
り
締
ま
り
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。「
山

親
」
の
三
町
と
仁に

し

ょ

う

じ

正
寺
村
（
大
字
西
大

路
）
よ
り
山
廻
り
役
が
八
人
選
ば
れ
日

野
山
の
見
廻
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

町史編さん室　　☎�3812　FAX �3850
　　　　　　　　  E-mail chousi@town.shiga-hino.lg.jp

　
こ
れ
ま
で
に
刊
行
し
ま
し
た
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
は
、
第
一
巻
「
自
然
･

古
代
編
」、
第
二
巻
「
中
世
編
」、
第
三
巻
「
近
世
編
」、
第
五
巻
「
文
化
財
編
」
、

第
六
巻
「
民
俗
編
」、
第
七
巻
「
日
野
商
人
編
」、
第
八
巻
「
史
料
編
」
と
な

り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
や
各
公
民
館
な
ど
に
お
い
て
、
一
冊
四
、〇
〇
〇
円

で
好
評
販
売
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

健康推進員

望月　智惠子さん
（中山西）

こち えもちづき

　　
じゃがいも大3個、キャベツ1/3個、たま
ねぎ大1個、にんじん１本、ベーコン4枚、
大豆水煮缶小１缶、コンソメ固形1個、
塩・こしょう少々

❶じゃがいも、キャベツ、たまねぎ、にんじんは
　大きめに切る。ベーコンは食べやすい大き
　さに切る。
❷鍋に大豆水煮缶と❶を入れ、具材がつかる
　くらいの水と固形スープ（コンソメ）を加え
　て強火にかける。
❸沸騰したらアクを取り、弱火でやわらかく
　なるまで煮込み、塩・こしょうで味を整える。

☆１人分　 エネルギー　252ｋcal
　　　　　たんぱく質　10.7ｇ
　　　　　　　  脂質　11.0ｇ
　　　　　食塩相当量　  1.1ｇ

野菜は大きめに切
りましょう

▲絵図に描かれた綿向山（大字村井文書）
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